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1．アポ ロ 11 号との縁

私 は 1969年7月 E6日生 まれ で あ る ．

　冒頭から私事で 大変恐縮だが ， ア ポロ 11号が発射

され た そ の 日 に偶然私 は 生まれ た．だか らとい っ て 特

別 の 影響 を受けたとい う自覚 は全 くない の だが，い ろ

い ろ な縁 と運 が 積み 重 な り現在惑星科学に携わ っ て

い る．月 を研 究対象 に して い るわ け で もな い の に ，専

門家 を差し置い て 門外漢 が こ の 文章 を 書 か せ て もら

えた の もこの 偶然の 賜物と感謝して い る．

　勿論，私 は 打 ち上 げ当時 の 興奮を 知 らな い ．し か

し，幸い に も当日の 新聞が 実家の 物置に保存されて

あ っ た （図 】，2）．新 聞記事は
一

般的な視点か ら書か

れて あり，また臨場感が伝わ っ て きて なか なか面白い ．

無造作に 30年も保存されて 大分黄 ばみ を帯 びて い る

が ，せ っ か くな の で
一

部 をこ の 場 で 紹介す る ［1］．

一ア ポ ロ 11号　月着 陸へ 今夜打上 げ
一

【ニ ュ
ーヨーク 15日　平野特派員】フロ リダ州 ケ

ープ

ケ ネデ ィとテ キサス 州 ヒ ュ
ー

ス トン と一 は るか に メキ

シコ 湾をへ だ て る 二 つ の宇宙セ ン タ
ー

から，新 しい 宇

宙時代 の 到来を伝える鼓動．そ れ は，ア ポ ロ 11号打上

げ の 十六 日を前に大きな高まりとなっ て 米国の 大地 を

ゆ る が して い る．米国民 は い ま 目前 に 展 開 され ようと

する壮大 な
”
宇宙の ドラマ

ーt
の 幕あけを息づ まる 思 い

で待受けて い る．

　 ソ連が月に向けて 打 上 げた ル ナ 15号 も，負けずぎ

らい の ヤ ン キ
ー気質をあお っ て，ひ ときわ 興奮を高め

て い る ようで ある．
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図1　S969年7月16日付朝刊第一面．当時の ア メリカの 様子 が

　 　 よく分 か る．
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図2　1969年7月16日付 朝刊社会 面．逆 さま に なっ てい る着陸

　 　 船 のイラス トが掲戟 されてい る．

　ア ポ ロ の 飛行は 刻 々 宇宙か らナ マ 放送 され ，最大

の ヤ マ 場 ， 月着陸の 前後に は三大テ レ ビ網が それぞ

れ まる 三 時 間ぶ っ 通 しで の 宇宙番組 を組 ん でい る．

　デパ ー
トの オモ チャ売場は ， 色 とりどりの

“
宇宙が ん

具
”

に 占領された．サ ターン
・
ロ ケッ トやLM （月着陸船）

の大きな模型，リモ コ ン で 動き回 る宇宙服人形．「カ ウ

ン ト・ダ ウ ン （秒読み ）」とか 「ム
ー

ン ・ター
ゲ ッ ト（月 目

標）」などと名付け られ た 宇宙ゲーム の 数 々 ・… ，

　 （中略）

　人 間の 数だけ意見 が あるとい う
“
世論の 国

”
米国 の

一
般の ア ポ ロ 観を，公平，正確 にとらえるこ とは難 し

い ．だが ，
い ま手当たり次第 ， 町で とらえて み た人 々 の

声，新聞の論調や投書欄 の 意見などから大 づ かみに

い えば 「ア ポ ロ ，イコ ール ・ワ ンダ フル 」派が 半分，「あ

ん なもの ，クソ 食らえ」とい う反対派と「さあて ね」と首

をか しげ る懐疑派が半分 ， まずは 五 分 々 々 で は な か

日 本惑星科学会誌 VoL8No ．2，1999

ろ うか ．

　 （中略）

　十二 年前の 57年IO月， ソ 連の ス プートニ ク打上 げで

宇宙競争に大 きな遅れをとっ たあ の ショ ッ ク，あ の 屈辱

を米国人は忘 れることが で きない．それ か らの 数年，

米国 は幾度，ソ 連に
”
入類 初 の

・… ”
とい うタイトル を

ほしい ままにさせ たこ とか．」（1969年7月16日付毎日新

聞朝刊 第
一

面 より抜粋）

一
ア ポ ロ 11号　未 知 へ の ス リル ー

【ケネデ ィ宇宙セ ンター15日　清水特派員】月へ の 秒読

みが続くケネディ宇宙セ ン ター
では，打上げを控えて 宇

宙船 の
”
仕上 げ

”
もほ ぼ終わ っ た．米市民の 関心もし

だ い に高まりをみ せ て い る．しか し
一

方，期待ほど11

号の 成功率は確かなもの だ ろうか」

　 （中略）

　特にむずかしい の は着月操縦 で，毎秒L5 キ ロ の ス

ピードをほ とん どゼ ロ に 落として 目標点にフ ワ リと降り

なけ れ ば ならない ．最後 の 段 階 で は ヘ リコ プ ターの よ

うに ホ バ リング ｛空中停止）して着地点 を選 ぶ の だが ，

燃料 の 余裕 は時間 に して
一

分余りし か ない ．もしそ こ

に岩石が ご ろ ご ろ して い たら
… ・

さらに ， かなりの 傾

斜地だっ たら・… 大変だ．

　着地に失敗して LM が横倒しに なる危険や衝撃で重

大な故障が起 こる恐 れもあ る．

　着陸 に つ い で むずか しい の は 離陸 とその 後の ラン

デ ブ
ー．

　離陸 とい えば 簡単 だ が ，
ロ ケ ッ トの 場合 は 「打上げ」

で ある．しか も大ぜ い の技術者が い るケネディ発射基

地 と違い ，点検や点火作業はすべ て 二 人 の 飛行士だ

け で やらなけれ ばならない ．

　 ラン デ ブー
もなかなか の 難関だ．LM の 飛 行 コ

ー
ス

が母船 と同じ軌道面に は い らなければ ならない か ら

で，ジェ ミニ 字宙船や ア ポ ロ 9，10号 の ように初めから

同じ軌道面を飛んで い る宇宙船同士 の ラ ン デ ブーとは

根本的に違 っ て い る．

N 工工
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　 （中略〉

　居住空間四 ・五 立 方メートル とい う狭 い 船内で は，

休養 とい っ て も立 っ たまま．

　 もし休養が 不 十分 の まま離陸操縦 に 移 るこ とになれ

ば，注意力 の 低下 に 伴 うミス
・…　

”
居眠り運転

”
も起 こ

り得る．」（1969年7月16日付毎日新聞朝刊社会面より

抜粋〉

　第
一

面 の 記事からアメリカ 国内の 当時の様子がおお

よそ分かる．国民の 総意で 盛 り上が っ て い た わ けで は

なか っ たようだが，特別番組 で テ レ ビ 中継 し，ショ
ー

ウ

ィン ドーが ブー
ム を 反 映 して い た ．また 当時 の 宇宙 開

発競争に おい て 先行 して い た ソ 連 に 追 い つ こ うとす る

ア メリカの 対抗意識は相当だ っ たの だ ろ う．何とか し

て有人月面着陸の
一

番乗りを果 た し，ソ 連よりも優位

に 立ちた い 思 っ て い たこ とが よく分 か る．

　
一

方，社会面 の 記事は全て 懐疑論で埋 まっ ており，

写真 に は月面 に 逆 さ まに 落 下 して い く着陸船の イラス

トまで ある 〔図2）．当時 の 新聞記者にはとて も成功す

るとは思えなか っ た の だ ろ う．初め て ガ ガー
リン が人

工 衛星 で 地球を
一

周 した の は こ の わ ず か 8年前の 1961

年の 事で ある．人 類が 地表か ら327 キ ロ 上 空を飛べ る

ようになっ て わずか8年後に IOOO倍の 38万キロ 離れた

月まで 行けるとは簡単 に は思えない ．ア メ リカ の 籥星

技術は直前の サ ーベ イヤ
ー計画，ル ナニオ

ービター計

画 で ソ 連 に 追 い つ き始 め たとは い え，か なりの 失敗 も

繰り返 して い る ［3］．しか も有人月着陸計画 の 予行演習

で あ るア ポ ロ 7号か ら本番の 11号まで わずか 9ヶ 月，ほ

ぼ2ケ 月 に 一
機 の ペ ー

ス で 打ち上 げた．こ の ハ イペ ー

ス で よく成功させたもの だとあらた め て 驚く。

2 ． 自分の世代へ の影響

　ア ポロ は世間
一

般 に 大きな影響を与えただ ろうか．

「将来何に なりた い か ？」など と私が聞か れ るように な

っ たときに は ，人 類 が 月 に 行 け る こ とは もう既 知 の こ と

il3

だ っ た．しか しアポ ロ の 成功が我 々 の 世代 に大きな影

響 を与 え，我 々 をそれ以前 の 世代か ら大 きく変えたと

は 思 わ れない ．例えば，この 文章を書くに当たり小学

生時代 の 文集の
”
将 来 の 夢

”
を読み直して み た．一

学

年約100人 の 中で 「将来宇 宙飛行士 に なりたい 」と書

い た者は
一

人もい なか っ た．多 い の は相変わらずパ イ

ロ ッ トと野球選手だ っ た．

　一
方，先 日の 新聞 の 投書欄 に は 「息子 の 幼稚 園 の

文集に，将来の 夢は 宇宙飛行士が並ぶ ・…
」とあっ

た．もし手元 に最近 の 幼稚園
・
小学校 の 文集 をお持 ち

で あれば，将来 の 夢に宇宙飛行士 を挙げた子供が ど

れくらい い る か 教 えて 頂 きたい ．お そ らく最近 に な っ て

急 激 に 増 え た の で は な い か と想像す る．つ まり，世間

一
般に は アポ ロ よりもその後の スペ ースシャ トル の 方が

ずっ と与 えた影響が大 きか っ たと私は思 う．
一

般 の教

師な ど専門の 宇宙飛行士 以外が 搭乗したり，日本人

が搭乗 したため で ある．ア ポロ は「人類は技術的 に は

月まで 行け る，特別 な人 は 宇宙 に 行ける」とい うこ と

をまず示 した．しか し 「自分で も宇宙に行け る」と，

字宙 ・惑星探 査 を世間
一

般 に 浸透 させ，身近 に 思わ

せ た の は そ の 20年後 の ス ペ ー
スシャ トル の 活躍 で ある．

3．惑星科学へ の影響

　ア ポロ 計画 で 人類は月に 立ち，科学機器を設置し，

表面 の 試料を地球 に 持 ち帰 っ た．月面 に は 水 が存在

せ ず，生命体が い な い こ とを確認 した ．一つ
一

つ の 科

学成果 も重要 で あるが ， 惑星科学に とっ て最も大きな

成果は 「月の 研究が 天 文学か ら 地球 （惑星｝科学に委

ねられた」【21こ とだろ う．

　月の 研究は太陰暦による月 の 運行に始 まり，ガ リレ

イに よっ て 月表面の クレーターが観察 （ス ケッ チ）され，

ケプ ラ
ー・ニ ュ

ー
トン ・キャ ベ ン ディッ シュ らの 研究 に よ

り月の 質量が見積もられた．そして 20世紀後半 の 宇宙

開発 に よっ て 月は そ れ まで の 天 文学 （望 遠鏡観察）か

ら惑 星 科学 （物 質科学）の 対象へ と移行した ．
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表 t　 これ までの 月の 主 な探査史 （［3］を元 に 作 成，加 筆）

螺査事項

犀 人名
・
　 墨名 国 軌迦

・虞餓 地虚幕 物　果 化学吊 境 学系

16091
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陶721970

〜761981
噌

1989卿
19901990

〜
19941ggs
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ス プ
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ル ナ 2
ル ナ 3

ポス ト
ー

ク 1
　　‘，
レ ン γ ヤ

ー7囎9
ゾン ド 3

ルナ 9
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サ
ー

ペ イヤ
ー1

エ クスプ囗 一ラー33
ルナ 13

サ
ーベ イヤー3

エ ク スプ 囗
一

ラ
ー35

サ
ー

ペイヤ
ー5呷7

ル ナ＝オ ーピター1r5

アポロ 判 ，12，1← 17

ル ナ 16，17，20，24

ス ベ ー
ス シヤ トル

ガ リレオ

ひて ん ・
は ごろも

ハ ッ ブル寧 田置己観

ク レ メン タイン

ル ナ ＝プロ ス ベ クター

伊

蹟

萇

萇

米

ソ

ソ

ソ

ソ

栄

ソ

ソ

ソ

衆

米

ソ

米

崇

崇

崇

崇

ソ

米

米

日

業

巣

量■■鍮謝

ケプラーの法剣

万有引力の遠 剛

万有弓1力 定融の 溷定

購行願の晃明

氣人地雌層同（初）

月面 に薈実｛初）

月ス イ ングバイ〔鋤

有人地翠屑固（初）

月面 に暫粟

月ス イ ングバイ

月苜 に軟層贐（初｝

月ξ履回（朷〕

月爾軟着陰

地難を厠口

月翼 敏看陰

【慶 軟着 睦

周を■回

月薗 軟着瞳

月を屆回

有人月薗着隴【初）
・
サン

プル リターン ・月薗口

月酉軟薯隠 ・サンプル リ

ターン ・月西章（初1

月スイ ングバ イ（ホ星 へ ｝

月ス イ ングバイ

塘球を閥回

月を周回

月 を周回

ス ケ ッ チ（初の 月擦査 7）

画鱇（塵側は初）

画鱇

繭働傭 儺 も｝

月 匿 の 映俑

蘯餓

月苜の映慓

月 颪 の 映徹

月薗の 映働

画鱇 ・月薗の映●

広 域■ 佩

月薗の映像

月面の映像

酉像（轟 外 〜累外 ．偶 光1

酷 （廊外〜葉外）

醺 ｛嶺外〜可 視）、地彦 測定

月の 磁遇

レゴリス の硬屋

月の職場、宇薗線弧躍

レゴリス の粳屋

レ ゴリス の 硬 霞

月の磁場．宰国●弧魔

レゴリスの硬度

広壕重力

熱流量，磁力 ．璽力、月

讎餓測

月の職場

広域量力〔塘 靈の厚 さ）

広　夐力．　 の磯場

レゴ リス の 化学組成（初〕

大気繍 、（帰遷後 ；化学

紐成、同位 体孥代など）

【帰蒼後 1 レゴ リス の化学

組戚など1

氷の存在 ，ラ ドンの 計 凋

（帰還後 ：レゴ リス
・岩石

の絃物 細成など）

（蠅選後 ： レゴ リス の 雛物

組底など）

広蟻鏃物分布

　アポ ロ 計画の 持ち帰 っ た合計308kgもの 試料 は多く

の 研究者に よって 様 々 な手法 と視点か ら研究され た．

また ソ 連の ル ナ計画 も遠隔操作 によっ て 月面 の 土壌

をおよそ 300g地球に持ち帰 っ た．量は少 ない が，ア ポ

ロ と異 なる地点か ら採取され た 試料は ア ポ ロ の 試料

と付 き合わ せ る こ とに より， 局所的 で はなく月全体 の

議論を可能にした．

　月の 科学 が地球惑星科学 へ 移行 し大 きく躍進した

の は，まさに アポ ロ に よっ て大量 の 試料が地球 に持ち

帰られたためで ある．化学 ・地学
・物理 学の 様 々 な測

定方法 を用 い ，限 ら れ た試料をあらゆ る角度か ら調

べ るこ とが可能 に なっ た た め で あ る．

　こ の こ とは表1を見るとわ か りや す い ．ア ポ ロ 以 前 は

軌道上及び 月面上 の 画像の 他は レ ゴ リス の 定性的 な

硬度が調べ られただけ で あ っ た．しか し試料が 地球

に持ち帰 られた途端に，表面土壌の 物性 ， 鉱物組 成

・組織か らみ た月 の 歴史，月の 岩石 の 同位体年代な

ど ， 惑星科学的結果が次 々 と報告された．それ まで の

衛星写真 や テ レ ビ 映 像 で の 議論 か ら大 きく
．一歩踏み

込 み ， 月の 構造 と形成論に つ い て仮説で は なく実証 を

以 て論じる こ とが 出来るように なっ た の で あ る，試料

をい ろい ろな視点か ら検討すれば月の 起源 に つ い て

も明らか に なる筈 で ある．

　 しか し現在の ところ我 々 は 月の 起源を解明で きて

い ない ．様 々 な検討か ら得 られ た制約条件全 て を満

たすような月の 形成 モ デ ル が ない の である［41．矛盾

が生 じるほ ど検討結果 が揃 っ た こ とは喜 ぶ べ きこ とだ

と思うが，今後は他にどん な制約条件が必要か吟味

する と同時に，これ まで の 検討が正 しい かを再検討す

る 必要がある だ ろう．

　 ア ポ ロ が 持 ち帰 っ た試料が多量 だっ たため，国際

的分析研究 シ ス テ ムも整備 され た ．この こ とも大きな成

果 であろう．NASA に よ っ て まず
一

次分析 され，そ の

結果が報告 され る．実際 に試料を用 い て 研究を行い
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たい 国内外の 研究者は研究計画書を提出し， 審査さ

れ た後 に試料 が 配布され る．以 上 の シ ステ ム は 日本の

南極隕石 の 研究 シス テム にも大 い に参考に された［5］．

　また ， ア ポロ 計画は惑星科学以外にも大きな影響 を

与えた．「月の 物質 を扱 う時代 に 自分 た ち の 足 元 も分

か っ て い ない ！」とい う刺激が あ っ た の で は ない か と想

像す る の だが ，ちょ うどその 当時 の プ レー
トテ クトニ ク

ス の 急激な発展 と結 び つ き，グ ロ ーバ ル 地震学が確立

して ホッ トプ リュ
ーム の 発見 に つ なが っ た．また，ア ポ

ロ が 大急ぎで 開発 されたため ， 衛星技術が短期 間に

急激に進歩 し ， 天 文衛星 や地上観測衛星 な どの 地 球

周回衛星も数多くあがり成果も上が っ た．GPS もア ポ

ロ 計画がなければもっ と先 の 話だ っ たに ちが い な い ．

　影響を受けた科学 を言い 出すときりが ない ．

参考文献

［1］ 1969年7月蓋6日付毎 日新聞朝刊．

［2］久城 　育夫 ， 武田　弘， 水谷　仁， 1984：

　　月の 科学，岩波書店．

［3］ ケネ ス ・ガ トラ ン ド， 1982 ：世界の 宇宙開

　　発 ， p．128−167，旺文社．

［4］井田　茂， 1994 ：第3回惑星科学フ ロ ン テ

　　ィ ア セ ミ ナ
ー集録，p．1−5．

［5］ 国立極地研究所編 ， 1987 ： 南極 の 科学 ，

　　p．68−78， 古今書院．

［6］ 宇宙科学研究所編，1996 ：MUSES −C計画概

　　要，p．332−453 ，宇宙科学研究所．

4 ．次の地球外物質

　 そ れ まで 遠 目に 見 るこ とし か 出来なか っ た対象 を

実際 に手にとっ て 研究で きるようになる，とい うことは

大きな躍進で ある．勿論リモ
ー

トセ ン シン グ は 広域 を

調 べ られ るとい う利点があ る．しか し一一
方，物質科学

に は 様 々 な手法 が あり，一つ の 試料 を多角的 に 見 る

こ とが出来る．

　現在，日本でもい くつ か の 惑星探査計画が進行 して

い る。そ の うち の MUSES −C計画 で は 小 惑 星 の レ ゴ リ

ス を採取す る こ とに な っ て い る、小惑星表層物質を 地

球に持ち帰る ことに より， 小惑星 の 表面状態，太陽系

始 源 物質 の 組成組織 ， 小惑星 は彗星の なれ の 果 て な

の か，などの 科学目標を目指す［6亅．ア ポロ 計画が 月

の 研 究の 大 きな転機となっ たように ， MUSES −C 計画は

小惑星研究 ひ い て は惑星科学の 大きな転機 とな るだ

ろ う．

　月の 研究 の 転機 は生まれ る の が 少 し遅すぎた ため

逃 してしまっ た．今度の 惑星科学 の 躍進の 瞬間 は 是非

とも立ち会 っ て 目の 当たりに した い ．
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